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【 目的 】都 市 の 近 く を 流 れ 、 流 長100km 程 度 の 河川 で 、 都 市 化 に影 響 を受 け易 い が 、 そ の 浄 化 能 力

も あ る 程度 存在 す る 、岐 阜県 美 濃 、春 日井 、名 古屋 市 北 西部 を流 れ る 庄 内川 水 系 を 調 査対 象 とし て 、

公 表 さ れ てい る 過 去30 年 間 のデ ー タ のま と めに よ る推 移 及 び 本 調査 に よる3 年 間の 水 質 変 動 を求 め た。

【方 法 】1996 年7 月 か ら1998 年6 月 まで の月1[司、庄 内川 本 流 ５地 点 と 支 流小 里 川 １ 地 点 に お い て採 水

し か。 分 析 項 目 は 、DO,T-chl,BOD,COD,TOC, 各 態 窒 素(NO3'NO2 ｀､NH ゛､TN,T.in.N,KN) 、 リ ン(PO.^･ 、

DOP,TP),Fe,Mn､ 更 に 、ア ニ オ ン とカ チ オン の 分 析(Na ゛NH ゛､K゙ Mg 祀CA ゛F°､Cl゙ ､NO2'､NO3'､PO4'^､SO/` )

を行 っ た。 ま た、 過 去 の 水 質デ ータ( 建 設省 、愛 知 県) と3年 間 の調 査 結 果 を ふ まえ て 比 較 す る と と

も に、 愛知 県 内 を 流 れ る代 表 的 な河 川 で あ る 矢 作川 、 豊川 、木 曽川 の 水 質 と の 比較 検討 を し た。

【結 果 】 矢 作川 、 豊川 、 木 曽川 と の 比 較 で は 、 無機 的 な濁 り(ss と して 約4 倍) 、 有 機 的 汚 濁( ＢＯＤ

とし て約3 倍) 、 お よ び 富 栄養 化( Ｎ:約3 倍 とP:約2.5倍) が 著 しい こ と が判 明 し た。 1970年 代 か ら本 調

査 結 果 の長 期 的 なss の変 動で は、 濁 り を 表 す Ｓ s は250mg･1-' か ら25 mg･1-' と減 少 傾 向 にあ るが 、 有

機 汚 濁 のＢＯＤで3.2 mg･1'' か ら8 mg･I･1 、ＣＯＤ で10 mg･1-' か ら15 mg･!- ■と 増加 傾 向 に あ る。 富栄 養 化 の

窒 素と リン は 枇 杷 島 橋で 、0.59 mg･I °'→3.27 mg･l-',0.286 mg･1-'→0.195 mg･1-' と減 少 傾 向 にあ るが 、 絶

対 値 に おい て 中 部 河川 平均 値 の 窒 素0.25 me･1-' リ ン0.02 mg･I･I か ら み る と依 然 とし て 高 い こ とが 判 明

し た。 ま た 、 流 下 性 の 藻 類や プ ラ ン ク トン を示 す ク ロロ フ ィル は 下流 で 赤 潮 や ア オ コ状 態 を示 す10

μg.1-1を 越 えて 認 めら れ た。 水 質 特 性 ：イ オ ン 分析 の結 果 とし て は、20 mg･!- ■を越 え るS04^- が 、 さ ら

にF‘も0.996 mg･1-'が 最 上 流部 で 検 出 され 、鉱 泉 の影 響 が 強い こ と が注 目さ れ た。
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【目的】近年、院内感染の原因菌としてメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）が問題

となっている。病院で分離される黄色ブドウ球菌の多くは、ペニシリン結合タンパク質2'
（ＰＢＰ ２ '）を持ち、メチシリンに高度耐性を示すMRSA であると報告されている。病院

ではMRSA の分離が多数行われているが、生活環境中にどの程度MRSA が存在するか、

またその耐性はどの程度かは知られていない。そこで、街路や駅などの生活環境中から
MRSA の分離を行い、その性状について検討した。

【方法】寒天培地のシャーレの蓋を開け、街路や駅などの生活環境中に30 分間放置して

空気中の菌を採集した。brain heart infusion に1.5% 寒天を加えた培地で総菌数を測定

し、マンニット食塩培地でブドウ球菌数を測定した。菌を採集後は37t: で ２ 日間培養し

た。マンニット食塩培地に生育した菌株は、メチシリンを16 μg/ml 添加したマンニット

食塩培地でメチシリンに対する耐性を調べた。分離した菌株はメチシリンに対する最小発

育阻止濃度（ＭＩＣ）を測定し、PBP 2' やβ－ラクタマーゼの有無を調べた。

【結果】マンニット食塩培地に生育した1000 株以上の菌株より、黄色ブドウ球菌９株と

他のブドウ球菌25 株を分離した。メチシリンに対するMIC 値は1.56 ～6.25μg/ml で境
界領域の耐性を示すMRSA であった。また、３株のMRSA はペニシリン Ｇやアンピシリ

ンなどのβ－ラクタム剤に対するMIC 値がlOO μg/ml 以上で耐性を示し、β－ラクタマ

ーゼを持っていた。 PBP2 ’はいずれももっていなかった。生活環境中には病院で分離さ

れるようなメチシリンに高度耐性を示すMRSA はほとんど存在しないと考えられた。
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